
・東北地域の需要に支えられていると考えられる本市経済は、今後の東北地域全体 
 の人口減少によって、先細りになる恐れがある。 
・各地域における国立社会保障・人口問題研究所の人口推計は以下のとおり。 
 人口減少率は東北が最も高く、札仙広福の中でも仙台は周辺地域の需要に依存し 
 ているばかりでは厳しい状況となることが予想される。 
・今回の新たな観点である、東北以外の他地域への事業展開を促進する意義は大きい。 

他地域への事業展開について 
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2015年を100としたときの人口推計 
⇒東北の減少率が最も高い 地域ブロックごとの人口推計 （人） 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」より加工 
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 ⇒宮城県は北海道、広島県、福岡県と比べて減少率は高くはないが、もともとの人口が最も 

  少なく、引き続き県内人口は北海道や福岡県の半分以下となる見込み。 

県単位での人口推計 2015年を100としたときの人口推計 
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出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」より加工 ２ 
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